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3 医療法人のペプチドワクチンによる樹状細胞療法についての 

共同研究に関する契約締結のお知らせ 

 

当社と、大阪、福岡、東京を拠点とする 3 医療法人（医療法人 協林会 大阪がん免疫化学療法

クリニック、医療法人 慈生会 福岡がん総合クリニック、医療法人社団 ビオセラ会 ビオセ

ラクリニック）からなる樹状細胞免疫療法懇話会（DC ワクチンコンソーシアム）は、以下の内

容で、当社がライセンスを保有するペプチドワクチンについて、その非独占的実施権を DC ワク

チンコンソーシアムに供与し、樹状細胞療法による治療法の研究・開発を共同で進めることで合

意し、7 月 16 日、契約を締結いたしました。当社は、当社および子会社として設立予定の株式

会社 Cancer Precision Medicine が支援する、がん臨床領域での個別化医療の実施において、オン

コアンチゲンやネオアンチゲンを利用した免疫療法は大きな役割を果たすと考えております。 

（合意の内容） 

１．当社は、当社がライセンスを保有するペプチドワクチンについて、樹状細胞療法への非独占

的実施権を DC ワクチンコンソーシアムに供与しました。 

２．当社は、DC ワクチンコンソーシアムに対して、当該ペプチドの樹状細胞療法への使用に必要

な情報を提供し、協力いたします。 

３．当社は、本契約に基づく樹状細胞療法実施の対価として、使用するペプチドワクチンに応じ

たロイヤルティーを DC ワクチンコンソーシアムから受け取ります。 

４．CPM 社での大規模遺伝子解析によるネオアンチゲン予測についての開発研究も DC ワクチン

コンソーシアムと共同で推進していきます。 

５．CPM 社で開発するリキッドバイオプシー法による、治療効果の評価方法の確立に向けて DC

ワクチンコンソーシアムと共同研究を進めます。 

 なお、本件における通期業績予想への影響につきましては、判明次第、お知らせ致します。 

 

以 上 

 

＜医療法人 協林会 大阪がん免疫化学療法クリニック＞ 

 ・所在地：大阪市北区天満橋 1 丁目 1 番 44 号 協林会ビル 

・院長：武田 力 

＜医療法人 慈生会 福岡がん総合クリニック＞ 

 ・所在地：福岡市博多区住吉 3-1-1 富士フィルムビル 6 階  

・院長：森崎 隆 

＜医療法人社団 ビオセラ会 ビオセラクリニック＞ 

 ・所在地：東京都新宿区新宿 5 丁目 6 番 12 号 MF 新宿ビル 

・院長：谷川啓司 


